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余
暇
の
起
源
を
労
働
の
起
源
と
考
え
る
と
、

狩
猟
採
集
の
時
代
か
ら
農
耕
の
時
代
に
移
っ

た
1
万
２
０
０
０
年
前
頃
が
余
暇
の
概
念
が

生
ま
れ
た
時
期
で
し
ょ
う
か
。
紀
元
前
4
世

紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
、
余
暇
の
語
源
と
な

る
「
ス
コ
レ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、『
形
而
上
学
』

の
冒
頭
で
「
数
学
的
な
諸
技
術
が
エ
ジ
プ
ト

に
お
い
て
最
初
に
成
立
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
こ
で
は
神
官
階
層
は
閑
暇
な
生
活
を
営
む

こ
と
（
ス
コ
ラ
ゼ
イ
ン
）
を
許
容
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
」
と
記
し
、
学
問
の
発
達
に
ス
コ

レ
ー
が
必
要
な
も
の
だ
と
示
し
て
い
ま
す
。

　

ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
中
で
、ス
コ
レ
ー
は
、人

格
の
完
成
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
仕
事
は

ス
コ
レ
ー
が
確
保
で
き
る
程
度
に
収
め
る
こ

と
が
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
ま
た
享
楽
を
避
け
る

過
ご
し
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
15
世
紀
ま
で
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
社
会
で
は
、労
働
が
よ
り
美
徳
化
さ
れ
、一

般
的
な
余
暇
の
価
値
へ
の
注
目
は
後
退
し
ま

し
た
。
ト
ー
マ
ス
・
モ
ア
の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』

で
は
そ
う
し
た
社
会
状
況
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー

と
し
て
理
想
的
な
社
会
の
姿
が
描
か
れ
、

「
人
々
は
勤
労
の
義
務
を
有
し
、日
頃
は
農
業

に
勤い

そ

し
み
（
労
働
時
間
は
6
時
間
）、
空
い

た
時
間
に
芸
術
や
科
学
研
究
を
行
う
」
と
、

適
切
な
労
働
時
間
と
余
暇
の
過
ご
し
方
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
が
移
り
、
19
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

各
都
市
で
は
産
業
革
命
が
進
め
ら
れ
、
農
村

を
出
て
都
市
に
生
活
の
場
を
移
し
た
人
々
は
、

1
日
12
時
間
の
労
働
が
一
般
的
で
し
た
。
そ

う
し
た
な
か
、
１
８
４
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
で

10
時
間
労
働
法
が
制
定
さ
れ
、
労
働
時
間
の

短
縮
へ
の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

近
年
の
日
本
で
は
、
１
９
４
７
年
に
労
働

基
準
法
が
制
定
さ
れ
、
労
働
時
間
の
短
縮
に

取
り
組
ま
れ
、
戦
時
中
の
３
５
０
０
時
間
か

ら
大
幅
に
減
少
し
た
２
４
０
０
時
間
と
な
り
、

２
０
１
６
年
時
点
の
日
本
人
の
平
均
総
労
働

時
間
は
年
間
１
７
１
３
時
間
で
す
。
一
方
で
、

経
済
学
者
の
ケ
イ
ン
ズ
が
１
９
３
０
年
に

「
孫
の
世
代
の
経
済
」
と
題
し
た
小
論
文
で
、

生
産
性
が
1
パ
ー
セ
ン
ト
複
利
で
向
上
す
れ

ば
労
働
時
間
は
4
分
の
１
程
度
で
あ
る
週
15

時
間
程
度
に
な
る
と
計
算
し
た
も
の
の
、
労

働
時
間
の
減
少
は
下
げ
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

 『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
2
0
1
8
』で
、日
本
人
の

余
暇
の
過
ご
し
方
の
ト
ッ
プ
3
は
、「
国
内

旅
行
」「
外
食
」「
娯
楽
と
し
て
の
読
書
」
で

し
た
。
余
暇
は
、
産
業
革
命
後
の
労
働
時
間

の
減
少
と
と
も
に
時
間
を
増
や
し
な
が
ら
、

そ
の
目
的
は
よ
り
娯
楽
へ
と
移
っ
て
い
ま
す
。

余
暇
へ
の
積
極
的
な
注
目
を
行
う
こ
と
は
、

社
会
を
変
え
る
盲
点
を
埋
め
る
取
り
組
み
に

な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

にしむら・ゆうや●NPO法人ミラツク代表理事。
大阪大学大学院にて人間科学の修士を取得。
人材育成企業、財団法人日本生産性本部を経
て、2008年より開始したダイアログBARの活動
を前身に2011年にNPO法人ミラツクを設立。
Emerging Future, we already have（すでに在
る未来の可能性を実現する）をテーマに、全国
横断型のセクターを超えたソーシャルイノベー
ションプラットフォームの構築と未来潮流に基
づいた新規事業創出のためのプロジェクト運営
に取り組む。
http://emerging-future.org

余暇の創出だけでなく、余暇の目的を検討するこ
とで社会の可能性が大きく変わる。目的の精査が
インパクトを生み出す。

P O I N T !

1516年初版の『ユートピア』の挿絵。
トマス・モアの『ユートピア』では、幅
200マイル、周囲500マイルの島に54の
町、6000戸の家庭が住み、市民は余
暇の時間に学習に取り組むとされた。
出典：Wikipedia

イタリアの画家・ラファエロによる「アテナイの学堂」。ギリシャ哲学において余暇は、人格の完成のために必要なもの
で、なるべく余暇の時間を設けて哲学の思索に充てることが推奨された。出典：Wikimedia Commons
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